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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
「
世
間
」
と
い
う
問
い
か
ら

世
間
の
変
貌
と
カ
タ
リ

―
戦
中
戦
後
の
巫
女
を
め
ぐ
っ
て
―

山 

田　

厳 

子　

�

は
じ
め
に

　

日
本
民
俗
学
に
お
い
て
は
、「
世
間
」
を
解
明
す
る
方
法
と
し
て
「
話
」

を
用
い
よ
う
と
い
う
提
言
が
あ
っ
た
。
井
之
口
章
二
は
、
世
間
話
研
究
の

意
義
に
つ
い
て
五
点
を
示
し
、
そ
の
中
の
三
点
が
こ
の
提
言
と
関
わ
る
も

の
で
あ
る
〔「
世
間
話
研
究
の
意
義
と
課
題
」『
西
郊
民
俗
』
第
二
五
号
〕。

「
１　

集
団
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
や
環
境
を
理
解
し
、
関
心
の
所
在
を
明

ら
か
に
し
て
世
論
の
基
盤
を
浮
き
出
す
」「
２　

集
団
の
性
格
や
意
志
を
求

め
る
」「
３　

集
団
内
に
お
け
る
個
人
の
感
情
の
基
準
や
常
識
を
求
め
る
」。

　

こ
こ
で
い
う
「
集
団
」
と
は
、
社
会
学
で
い
う
準
拠
集
団
の
こ
と
で
、

こ
れ
を
仮
に
「
小
さ
い
世
間
」
と
名
づ
け
て
お
こ
う
（
１
）。
井
之
口
は
こ
こ
で

は
、
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
、
持
続
的
な
つ
き
あ
い
の

あ
る
「
集
団
」
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
価
値
基
準
を
変
わ
り
に
く
い
も

の
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、「
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
現
代
伝
説
」〔
日
本
昔

話
学
会
編
『
昔
話
―
研
究
と
資
料
―
』
二
四
号
、
一
九
九
六
年　

三
弥
井

書
店
〕、「〈
世
間
話
〉
と
し
て
の
〈
う
わ
さ
〉」〔
宮
田
登
編
『
民
俗
の
思
想
』

一
九
九
八
年　

朝
倉
書
店
〕
と
題
す
る
小
稿
の
中
で
、「
世
間
」
を
「
話
」

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
た
。
筆
者
は
「
世

間
話
」
を
分
析
的
な
思
考
や
反
省
を
経
な
い
「
話
」
で
あ
る
と
捉
え
て
き

た
。
こ
れ
ら
を
交
わ
す
際
に
は
、
共
感
的
な
態
度
が
要
求
さ
れ
る
。
世
間

話
を
交
わ
す
こ
と
で
、「
共
同
の
意
識
」、「
集
団
の
意
識
」、「
規
範
意
識
」

が
芽
生
え
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

先
の
論
攷
で
は
、
誘
拐
事
件
の
「
話
」
が
、
事
件
の
場
に
土
地
勘
の
あ

る
人
々
の
間
で
囁
か
れ
、
そ
れ
ら
が
、
現
場
を
遠
く
離
れ
た
所
に
い
る
人
々

に
届
く
ま
で
の
経
緯
を
示
し
た
。
こ
の
「
話
」
は
、
当
初
は
、
よ
り
大
き

な
「
世
間
」（
こ
こ
で
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
）
の
示
し
た
「
意
味
づ
け
」
に

対
抗
す
る
「
地
元
」
の
「
解
釈
」
と
し
て
生
ま
れ
た
。
う
わ
さ
の
拡
大
は
、

「
現
場
に
近
い
地
元
」
と
い
う
意
識
の
拡
大
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

　

柳
田
國
男
は
自
由
な
も
の
言
い
で
あ
る
ハ
ナ
シ
と
、
一
定
の
型
と
リ
ズ
ム

の
あ
る
カ
タ
リ
を
区
別
し
た
が
、
自
由
に
変
化
し
て
ゆ
く
ハ
ナ
シ
は
「
世

間
」
の
価
値
基
準
と
そ
の
変
化
を
捉
え
る
有
力
な
道
具
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
本
稿
で
は
、「
世
間
」
の
変
貌
を
〈
口
承
〉
か
ら
捉
え
る
方
法
と
し

て
、
カ
タ
リ
の
変
化
か
ら
捉
え
る
方
法
を
示
し
た
い
。
型
と
リ
ズ
ム
と
決
ま

り
文
句
を
も
つ
カ
タ
リ
は
、
あ
る
程
度
の
恒
常
性
を
保
つ
も
の
で
あ
る
。
ハ

ナ
シ
に
比
べ
て
、「
変
わ
り
に
く
い
」
も
の
が
、「
世
間
」
の
変
貌
を
ど
の
よ

う
に
映
し
出
す
の
か
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
小
さ
な
「
世
間
」

と
も
い
え
る
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
の
中
で
持
続
し
て
き
た
カ
タ
リ
が
、
大
き
な
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「
世
間
」
と
も
い
え
る
国
家
的
な
価
値
基
準
と
の
関
係
で
、
そ
の
持
つ
意
味

を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
の
か
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

1　

青
森
県
に
お
け
る
口
寄
せ
巫
女
へ
の
「
ま
な
ざ
し
」

　

青
森
県
で
は
、
現
在
も
イ
タ
コ
と
呼
ば
れ
る
盲
目
の
口
寄
せ
巫
女
が
存

在
す
る
。
こ
の
イ
タ
コ
へ
の
「
ま
な
ざ
し
」
を
考
え
る
と
き
に
、
地
方
紙

の
分
析
は
一
定
の
有
効
性
を
持
つ
。
地
方
紙
の
記
事
は
、
大
き
い
「
世
間
」

の
価
値
基
準
を
内
面
化
し
た
記
者
か
ら
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
が
、
ど
の
よ
う

に
ま
な
ざ
さ
れ
る
か
を
読
み
と
る
材
料
に
な
り
得
る
。

　

池
上
良
正
は
、
明
治
三
〇
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
に
至
る
青
森
県
の
地
方

紙
『
東
奥
日
報
』
の
巫
者
（
池
上
の
用
語
で
は
民
間
巫
者
。
盲
目
の
女
性

で
あ
る
イ
タ
コ
と
晴
眼
の
カ
ミ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
男
女
の
民
間
宗
教
者
を

含
む
）
関
連
記
事
を
調
査
・
分
析
し
、
昭
和
一
〇
年
代
以
降
、
青
森
県
で

は
、
巫
者
た
ち
へ
の
弾
圧
は
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
警
察
は
、
巫
者
た
ち
を

国
家
公
認
の
神
々
の
体
系
に
組
み
込
む
こ
と
に
変
化
し
た
、
と
述
べ
て
い

る
〔『
民
間
巫
者
信
仰
の
研
究
』
未
来
社　

一
九
九
九
年
〕。

　

池
上
の
示
す
資
料
か
ら
は
、
警
察
は
、
小
さ
い
「
世
間
」
の
規
範
を
大

き
い
「
世
間
」
の
規
範
に
あ
わ
せ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
、
と
も
読

め
る
。
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
の
内
実
よ
り
も
、
国
家
的
な
規
範
か
ら
見
た
時

の
位
置
づ
け
に
腐
心
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　
『
東
奥
日
報
』
の
記
事
を
詳
細
に
読
む
と
、
イ
タ
コ
に
は
カ
ミ
サ
マ
と
は

違
う
種
類
の
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

昭
和
三
年
二
月
十
四
日
の
『
東
奥
日
報
』
に
は
「
學
者
連
を
驚
か
し
た

『
お
し
ら
さ
ま
』」
と
い
う
見
出
し
で
、
柳
田
國
男
邸
で
披
露
さ
れ
た
、
青

森
県
八
戸
の
イ
タ
コ
に
よ
る
オ
シ
ラ
ア
ソ
バ
セ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、「
イ
タ
コ
の
口
伝
の
数
々
は
恐
ら
く
こ
の
巫
女
の
死
と
共

に
滅
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
せ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
郷
土
史
家
の
中
道

等
の
研
究
を
伝
え
る
同
年
五
月
一
二
日
の
記
事
で
は
、
オ
シ
ラ
祭
文
を
「
関

東
関
西
地
方
な
ど
が
衰
微
し
東
北
地
方
に
だ
け
未
だ
完
全
に
残
つ
て
ゐ
る

も
の
」
と
し
て
、「
滅
び
ゆ
く
前
代
の
信
仰
」
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い

る
。
昭
和
一
九
年
八
月
一
五
日
の
、
折
口
信
夫
が
金
木
町
（
現
五
所
川
原

市
）
の
川
倉
賽
の
河
原
地
蔵
尊
の
祭
礼
を
訪
れ
た
際
の
記
事
は
、
イ
タ
コ

を
和
歌
山
か
ら
東
北
地
方
に
流
れ
て
来
た
巫
女
の
末
裔
と
す
る
折
口
の
説

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
先
の
記
事
と
同
様
、
イ
タ
コ
の
習
俗
を
「
古
い
ヤ

マ
ト
の
信
仰
」
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
と
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
で
は
、
自
分
た
ち
の
「
世
間
」
の
外
の
研
究
者
と
接
触

す
る
こ
と
で
、
小
さ
い
「
世
間
」
の
認
識
か
ら
距
離
を
置
く
記
者
の
態
度

が
み
て
と
れ
よ
う
。
新
聞
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
こ
れ
ら
の
信
仰
を
「
迷

信
」
と
捉
え
が
ち
な
地
域
の
知
識
人
層
に
一
定
の
理
解
を
促
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

2　

戦
時
下
の
戦
死
者
の
「
口
寄
せ
」

　

戦
時
下
で
は
、
イ
タ
コ
は
ま
た
、
国
家
の
た
め
に
死
ん
だ
戦
死
者
の
供

養
に
よ
っ
て
、
大
き
な
「
世
間
」
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

戦
時
下
に
戦
死
者
の
口
寄
せ
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
の
証
言
を

み
て
い
き
た
い
（
２
）。

大
正
一
五
年
生
ま
れ
の
青
森
市
西
田
沢
の
女
性
Ａ
さ
ん
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は
、
隣
家
に
イ
タ
コ
が
住
ん
で
お
り
、「
イ
タ
コ
の
宿
」
と
し
て
自
宅
を
提

供
し
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
六
年
に
青
森
市
奥
内
に
生
ま
れ
た
Ｂ
さ
ん
は
、

ビ
ル
マ
で
死
ん
だ
兄
を
奥
内
で
お
ろ
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
二
人
に
よ

れ
ば
、
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
は
ま
ず
、
神
を
お
ろ
し
、
次
に
戦
死
者
を
お
ろ

し
た
と
い
う
。
Ｂ
さ
ん
は
「
兵
隊
は
位
が
い
い
も
ん
で
」
と
言
い
、
戦
死

者
は
他
の
死
者
と
は
別
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
津
軽
地
方
の
巫
俗
に
は
、
若
年
者
や
幼

少
の
者
を
特
別
鄭
重
に
お
ろ
す
、
ハ
ナ
オ
ロ
シ
、
ハ
ナ
ヨ
セ
と
い
う
口
寄

せ
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
３
）。

Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
、「
兵
隊
を
お
ろ
す
」
時

に
祭
壇
を
紅
白
の
布
で
飾
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
、
ハ
ナ
オ
ロ
シ
と
の

類
似
性
が
う
か
が
え
る
。「
兵
隊
」
を
最
初
に
お
ろ
す
、
と
い
う
の
が
、
も

と
も
と
あ
っ
た
ハ
ナ
オ
ロ
シ
の
習
俗
の
発
展
形
か
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
直
し
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

戦
時
下
に
は
従
来
あ
っ
た
も
の
が
、
大
き
い
「
世
間
」
の
動
き
に
あ
わ
せ

て
、
流
用
さ
れ
、
再
解
釈
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

３　

戦
後
の
戦
死
者
の
「
口
寄
せ
」

　
「
英
霊
」
の
口
寄
せ
と
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前
支
局
が
昭
和
二
八
年
旧
暦
六

月
二
三
日
、
二
四
日
（
新
暦
で
は
八
月
）
に
川
倉
賽
の
河
原
地
蔵
尊
（
現

五
所
川
原
市
金
木
町
）
で
取
材
し
た
録
音
が
音
声
記
録
と
し
て
残
っ
て
い

る
〔
本
田
安
次
監
修
・
解
説
『
復
刻　

日
本
の
民
俗
音
楽
』
ビ
ク
タ
ー
伝

統
文
化
振
興
財
団　

一
九
九
八
年
〕。

　

こ
こ
に
は
三
人
の
「
イ
タ
コ
」
の
「
仏
下
ろ
し
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
の
「
太
鼓
を
使
う
巫
女
」
と
し
て
録
音
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、

「
英
霊
」
の
口
寄
せ
で
あ
る
。
こ
の
時
の
「
の
べ
六
〇
人
」
と
い
わ
れ
る
巫

女
の
う
ち
、
数
珠
を
使
う
者
が
大
部
分
で
、
弓
を
使
う
者
が
二
人
、
た
だ

一
人
の
太
鼓
を
使
う
者
が
こ
の
巫
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
巫
女
は
、
北
津
軽

郡
長
橋
村
に
住
ん
で
お
り
、
依
頼
者
の
享
年
二
四
歳
の
長
男
の
口
寄
せ
を

頼
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
年
に
調
査
し
た
石
津
照
爾
に
よ
れ
ば
、
こ

の
巫
女
は
晴
眼
で
、「
行
者
」
に
分
類
す
べ
き
者
と
い
う
〔「
東
北
の
巫
俗

採
訪
覚
え
書
（
２
）
―
津
軽
地
方
の
こ
と
―
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
〇
号　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究

科　

一
九
七
〇
年
〕。
こ
の
女
性
は
、
昭
和
二
七
年
調
査
当
時
四
四
歳
で
、

六
歳
の
時
に
父
が
狂
乱
し
、
九
歳
か
ら
奉
公
に
出
た
。
東
京
の
紡
績
工
場

で
働
い
た
こ
と
も
あ
る
。
一
九
歳
で
肋
膜
に
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

願
掛
け
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
五
歳
の
時
に
神
が
の
り
う
つ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、「
英
霊
」
の
口
寄
せ
は
、
イ
タ
コ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
ミ
サ

マ
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
お
き
た
い
。
晴
眼
の
カ
ミ
サ

マ
は
イ
タ
コ
よ
り
も
活
動
範
囲
が
広
く
、
情
報
収
集
に
も
長
け
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
イ
タ
コ
と
カ
ミ
サ
マ
の
情
報
の
や
り
と
り
に
つ

い
て
考
慮
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
ホ
ト
ケ
オ
ロ
シ
が
記
録
に
残
っ
た
背
景
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
昭
和
二
八
年
八
月
と
い
う
口
寄
せ
の
時
期
の
問
題
で
あ
る
。

昭
和
二
一
年
二
月
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
に
基
づ
い
た
勅
令
が
公
布
さ
れ
、
戦
前

か
ら
続
い
た
軍
人
恩
給
、
遺
族
に
対
す
る
扶
助
料
が
と
も
に
停
止
さ
れ
た
。

昭
和
二
八
年
八
月
は
恩
給
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
七
年
間
停
止
さ
れ
て
い
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た
戦
没
者
遺
族
へ
の
公
的
扶
助
料
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
弘
前

支
局
が
記
録
し
た
映
像
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
口
寄
せ
が
時
代
と
関

わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
小
さ
な
「
世
間
」
の

営
み
が
「
大
き
な
世
間
」
の
動
き
と
の
関
連
で
可
視
化
さ
れ
る
例
で
あ
る

と
い
え
る
。

４　

一
九
六
〇
年
代
の
変
化

　

一
地
方
の
習
俗
と
し
て
、
戦
中
戦
後
も
命
脈
を
保
っ
て
き
た
青
森
県
の

イ
タ
コ
た
ち
の
口
寄
せ
が
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
昭

和
四
〇
年
代
、
一
九
六
五
～
一
九
七
四
年
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
高
度

経
済
成
長
を
終
え
た
後
の
日
本
回
帰
ブ
ー
ム
と
連
動
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

　

読
売
新
聞
の
全
国
版
を
見
て
み
る
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
大
戦
中

の
記
事
に
は
「
イ
タ
コ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
な
い
。
恐
山
が
記
事
に
載
り

始
め
る
の
は
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
八
月
三
日
の
朝
刊
か
ら
で
「
わ

た
く
し
た
ち
の
伝
説
」
と
い
う
連
載
の
第
二
六
回
が
「
青
森
県　

下
北
の

恐
山
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
、
イ
タ

コ
は
計
一
二
回
登
場
し
、
全
国
区
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
読
み
取
れ
る
（
青
森
県
以
外
の
イ
タ
コ
の
記
事
を
含
む
）。

今
、
試
み
に
見
出
し
の
み
列
挙
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
一
九
六
三
年
七
月
二
八
日
「
こ
の
世
と
あ
の
世
」
②
一
九
六
五
年

七
月
二
五
日
「
歴
史
と
と
も
に
（
連
載
）
11　

下
北
半
島
の
霊
場
」
③

一
九
六
五
年
八
月
二
五
日
「
茶
の
間
席　

不
思
議
な
イ
タ
コ
」
④

一
九
六
五
年
九
月
一
七
日
「
五
所
監
督
、
２
年
ぶ
り
『
恐
山
の
女
』」
⑤

一
九
六
五
年
一
〇
月
二
九
日
「
ス
ク
リ
ー
ン
特
集　

恐
山
の
女
」
⑥

一
九
六
六
年
七
月
二
一
日
夕
刊
「
い
ず
み
」（
恐
山
大
祭
）
⑦
一
九
六
七

年
一
月
一
五
日
「
今
週
の
祭
り
」
⑧
一
九
六
八
年
一
月
二
二
日
「
珍
し
い

日
本
の
民
俗
芸
能
」
⑨
一
九
六
九
年
二
月
九
日
「
近
代
化
と
山
村
の
宗

教
」
⑩
一
九
七
〇
年
一
月
二
五
日
「
寒
修
行
に
学
ぶ
」
⑪
一
九
七
〇
年
七

月
一
九
日
「
質
問
箱
「『
イ
タ
コ
』
と
『
ユ
タ
』
の
違
い
」
⑫
一
九
七
〇
年

一
二
月
九
日
朝
刊
「
祈
と
う
師
の
お
告
げ　

母
親
が
む
す
こ
殺
す
」。

　

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
巫
女
に
対
す
る
意
味
づ
け
は
お
よ
そ
四
種
類
に

な
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

記
事
①
は
宗
教
学
者
の
堀
一
郎
、
記
事
⑨
は
宗
教
社
会
学
者
の
高
瀬
武

三
、
⑩
は
宗
教
社
会
学
者
の
宮
家
準
、
⑪
は
民
俗
学
者
の
桜
井
徳
太
郎
が

そ
れ
ぞ
れ
執
筆
し
て
お
り
、
巫
女
は
学
問
の
対
象
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と

れ
る
。
記
事
⑧
は
、
国
立
劇
場
で
開
か
れ
る
民
俗
芸
能
公
演
の
案
内
で
、

青
森
県
む
つ
市
の
イ
タ
コ
が
「
お
し
ら
祭
文
」
を
唱
え
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
巫
女
は
文
化
財
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
記
事
③

は
「
未
知
へ
の
挑
戦　

死
者
と
の
対
話
」
と
い
う
番
組
の
案
内
で
、
イ
タ

コ
が
も
て
は
や
さ
れ
た
背
景
に
、
オ
カ
ル
ト
・
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
ら
せ
て
い
る
。
記
事
⑫
は
、
殺
人
事
件
の
記
事
で
、
事
件
と
直
接
関
係

の
な
い
イ
タ
コ
が
「
迷
信
」
や
「
後
進
性
」
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
引

き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
「
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
」
が
新
た
な
意
味
づ
け
を
な
さ

れ
、
そ
れ
が
地
元
に
返
っ
て
い
く
、
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
く
る
。
大
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き
な
「
世
間
」
に
お
け
る
価
値
の
変
動
に
よ
っ
て
、
口
寄
せ
巫
女
は
、
新

た
な
価
値
を
ま
と
っ
た
と
い
え
る
。

５　

一
九
七
〇
年
代
の
イ
タ
コ
の
口
寄
せ

　

一
九
七
〇
年
代
は
、
イ
タ
コ
へ
の
認
識
に
変
化
が
起
こ
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
イ
タ
コ
の
カ
タ
リ
を
捉
え
る
方
法
に
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。

　

イ
タ
コ
の
語
り
に
つ
い
て
は
、
戦
前
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
八
戸
郷

土
研
究
会
の
小
井
川
潤
次
郎
は
、
地
元
の
イ
タ
コ
か
ら
詞
章
を
聞
き
取
り

文
字
に
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
客
の
依
頼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
、
即

興
性
の
高
い
死
者
の
口
寄
せ
は
、
記
録
や
研
究
の
方
途
が
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が

普
及
し
は
じ
め
、
調
査
と
記
録
の
方
法
に
も
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
が
、
昭
和
四
六
年
、
四
七
年
（
一
九
七
一

年
、
七
二
年
）
東
北
学
院
大
学
の
民
俗
学
研
究
会
が
行
っ
た
恐
山
の
イ
タ

コ
の
口
寄
せ
調
査
で
あ
る
〔
岩
崎
敏
夫
編
『
東
北
民
俗
資
料
集
』（
二
）
萬

葉
堂
書
店　

一
九
七
二
年
〕。
依
頼
者
に
あ
わ
せ
た
口
寄
せ
の
実
態
が
公
に

さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

　

こ
の
中
に
戦
死
し
た
夫
の
「
口
寄
せ
」
の
事
例
が
あ
る
。「
呼
び
こ
と
ば
」

で
は
、「
靖
国
神
社
の
寺
々
か
ら
、
お
り
て
」 

と
あ
り
、
イ
タ
コ
が
死
者
の

い
る
と
こ
ろ
を
「
靖
国
神
社
」
と
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
死
者
の
納
ま
っ

て
い
る
場
所
を
「
寺
」
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
仏
の
こ
と
ば
」
で
は
「
お
ん
き
ょ
う
（
恩
給
）
つ
く
ま
ん
で
に
皆
勤
め

た
い
と
思
う
て
」
と
生
前
の
秘
め
た
思
い
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
遺
骨
が

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
、「
な
ん
ち
ゃ
、
お
ら
命
上
げ
た
た
め
し
あ
る

だ
べ
」
と
嘆
く
。
し
か
し
、「
お
写
真
は
靖
国
神
社
に
あ
げ
ら
れ
て
、
千
人

万
人
の
見
物
さ
れ
で
、
尊た

と

い
お
方
に
尊
重
さ
れ
で
」
と
「
英
霊
」
の
ほ
ま

れ
を
語
る
。
ま
た
、「
み
な
呼
ん
で
く
れ
る
と
き
だ
ら
、
…
略
…
仏
の
汚
れ

た
座
敷
さ
呼
ば
ね
で
」「
神
の
御
位
の
ご
と
で
呼
ん
で
く
れ
ろ
」
と
、
他
の

死
者
と
の
区
別
を
要
求
す
る
。「
こ
う
い
う
恐
山
、
慈
覚
と
な
れ
ば
、
お
神

楽
さ
出
で
あ
れ
ば
靖
国
神
社
と
変
わ
り
な
い
」
と
語
り
、
自
身
が
呼
び
出

さ
れ
た
恐
山
を
靖
国
神
社
に
次
ぐ
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
「
み
ん
な
ど
う
か
そ
れ
み
ん
な
付
金
頼
り
に
楽
し
ん
で
、
こ
り
ゃ
亭
主
の

み
な
命
、
金か

ね
こだ

と
思
て
」
と
語
り
、
恩
給
が
、
命
の
代
償
で
あ
る
こ
と
を

遺
族
に
思
い
出
さ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、「
亭て

い
し
ゅ
ん主の

付
金
あ
る
ま
で
、
…
略
…

靖
国
神
社
に
度
々
見
物
に
参
り
た
り
」
と
、
恩
給
と
靖
国
神
社
の
参
拝
の

関
連
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
送
り
こ
と
ば
」
で
は
、「
連
れ
も
な
い
靖
国
神
社
の
お
寺
ま
で
、
喜
び

帰
る
神か

ん
みご

と
」
と
述
べ
、
死
者
の
霊
が
墓
で
も
仏
壇
で
も
な
く
靖
国
神
社

に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
終
わ
る
。
遺
族
の
死
者
へ
の
思
い
を
反
映
し
た
カ

タ
リ
で
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
よ
う
。

　

先
に
紹
介
し
た
、
記
事
②
の
恐
山
大
祭
の
紹
介
記
事
に
は
、
そ
の
中
で

青
森
県
が
恐
山
を
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
売
り
出
す
た
め
に
県
道
を
拡
張
中

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

　

観
光
客
相
手
の
口
寄
せ
に
つ
い
て
は
、
高
松
敬
吉
が
、
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
）
に
む
つ
市
大
畑
の
イ
タ
コ
が
静
岡
県
か
ら
恐
山
に
来
た
依
頼
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者
に
戦
死
者
を
お
ろ
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
イ
タ
コ
は
大
正

一
三
年
の
生
ま
れ
で
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
「
商
売
」
を
始
め
、
ホ

テ
ル
で
観
光
相
手
の
口
寄
せ
も
行
っ
て
い
た
〔
高
松
敬
吉
『
巫
女
と
他
界

観
の
民
俗
学
的
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局　

一
九
九
三
年
〕。
観
光
客
相

手
の
口
寄
せ
が
新
参
の
イ
タ
コ
の
巫
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ
か

ろ
う
。

　

新
た
な
依
頼
者
た
ち
が
恐
山
に
や
っ
て
く
る
一
方
で
、
イ
タ
コ
た
ち
の

も
と
も
と
の
「
商
売
」
先
で
も
、
世
代
交
代
に
よ
っ
て
従
来
の
作
法
を
知

ら
な
い
依
頼
も
出
始
め
る
。

　

高
松
敬
吉
は
、
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
、
下
北
郡
東
通
村
目
名

の
女
性
が
家
で
八
月
一
五
日
に
ホ
ト
ケ
オ
ロ
シ
を
頼
ん
だ
こ
と
を
記
録
し

て
い
る
。
そ
の
時
、
こ
の
女
性
は
、
父
親
を
戦
死
し
た
息
子
よ
り
先
に
降

ろ
し
て
も
ら
っ
た
。
ホ
ト
ケ
を
降
ろ
し
た
時
に
、
ホ
ト
ケ
は
「
こ
れ
か
ら

先
な
れ
ば
、
い
つ
で
も
わ
れ
を
呼
ぶ
と
と
ぎ
に
、
親
よ
り
先
に
呼
ん
で
く

れ
ろ
。
わ
れ
は
、
仏ホ

ド
ゲじ

ゃ
な
い
よ
。
神
の
身
分
と
な
り
お
い
で（
て
）、

親
よ
り

も
一
段
も
二
段
も
商
い
所
に
、
靖
国
神
社
に
、
こ
れ
祀
ら
れ
で（

て
）」

と
語
っ

て
口
寄
せ
の
順
番
を
戒
め
た
〔
高
松　

一
九
九
三
年
〕。

　

こ
の
イ
タ
コ
は
、明
治
四
〇
年
生
ま
れ
の
む
つ
市
大
湊
の
イ
タ
コ
で
あ
る
。

戦
前
か
ら
巫
業
を
し
て
い
た
こ
の
イ
タ
コ
に
と
っ
て
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後

は
連
続
し
た
時
間
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
戦
死
者
を
先
に
お
ろ
す
と
い

う
順
番
は
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
は
、「
英
霊
」
と
い
う
価
値
は
、
大
き
い
「
世
間
」
に

と
っ
て
は
必
ず
し
も
共
有
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
変
化
の
遅
い
東

北
の
巫
女
の
一
部
が
古
い
こ
と
ば
と
作
法
を
守
っ
て
い
た
た
め
、
忘
れ
ら

れ
よ
う
と
す
る
戦
死
者
の
「
名
誉
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し

て
い
た
。
遠
方
か
ら
の
依
頼
者
は
こ
の
カ
タ
リ
に
よ
っ
て
「
戦
後
」
の
長

年
の
胸
の
つ
か
え
を
降
ろ
し
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

青
森
県
の
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
に
属
す
る
カ
タ
リ
が
、
大
き
な
「
世
間
」

と
の
関
わ
り
で
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
き
た
。
イ
タ

コ
が
「
英
霊
」
を
お
ろ
す
の
は
、
戦
時
中
に
あ
っ
て
は
大
き
な
「
世
間
」

の
動
き
に
あ
わ
せ
た
変
化
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
実

は
、
従
来
あ
っ
た
も
の
の
再
解
釈
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
大

き
な
「
世
間
」
が
忘
れ
た
こ
と
を
、
変
化
の
ゆ
る
や
か
な
カ
タ
リ
は
保
っ

て
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
大
き
な
「
世
間
」
の
価
値
変
動
に
満
た

さ
れ
な
い
者
が
、
移
動
に
よ
っ
て
新
た
な
聴
衆
と
し
て
カ
タ
リ
の
場
に
登

場
し
て
き
た
。
ま
た
、
小
さ
な
「
世
間
」
の
中
で
も
、
大
き
な
「
世
間
」

の
変
動
に
あ
わ
せ
て
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
る
古
い
価
値
を
カ
タ
リ
が
思
い

出
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

　

青
森
県
で
は
近
年
、
イ
タ
コ
の
減
少
に
よ
っ
て
、
託
宣
や
ホ
ト
ケ
オ
ロ
シ

の
場
に
カ
ミ
サ
マ
と
呼
ば
れ
る
民
間
宗
教
者
が
と
っ
て
変
わ
る
現
象
が
生
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
巫
女
が
変
わ
り
、
聴
衆
が
変
わ
っ
て
も
、
韻
律
の
あ
る

カ
タ
リ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
巫
女
の
カ
タ
リ
の

場
と
カ
タ
リ
そ
の
も
の
の
変
化
を
把
握
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
置
か

れ
て
い
る
「
世
間
」
の
文
脈
も
ま
た
、
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し


